
 

令和２年度上半期 そだちネットワーク部会活動報告 

【目的】様々な障がいや困り感を持っている子ども及び家族の気持ちに寄り添いながら、子どもや家族を支える地域の関係機関の連携体制を構築していくこと 

～３つの基本的柱～ 

 

① 子どもの困り感や特性に合わせた支援   ②家族の気持ちに寄り添う支援（障がい受容の伴走者であること）  ③関係機関のネットワーク機能の充実      

【主な活動】 

 

 

●5/30 の発達障がい支援フォーラム開催に向けての準備を行ってきたが、新型コロナウイルスの影

響により中止となった。同様の内容で年明けに Web 配信を用いて再度開催する事が決定した。 

 

 

          ●協議内容を検討するため、現状を共有しながらニーズを抽出を行っている。今回は「就学相談について」 知

的障害学級がない学校については、判断が出た児童の場合 、就学判断でどのような対応をしているのか情報交

換を行った。  

 
 

              

●“早期から相談の大切さや相談することのメリットを知ることができるため”のリーフレットの作成について、

「レイアウト」「個性のタイプ」「相談エピソード」の 3グループに分かれ、内容の検討を進めている。次回の部

会開催時点で形として完成させ、リリースに向け整えていく。 

 

 

 

●今年度、飯山養護学校特別支援教育連携協議会や６市町村の小・中校長会等に配布した「市町村相談先一覧」を

使用してみての感想を聞き取るためのアンケートについて検討した。次回の部会までに配布・まとめを行いた

い。また義務教育後（１５～１８歳）のネットワ－ク構築のための検討についても進めていく。 
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